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校訓

・落ち着いた教育環境の整備とビジネスマナーに基づく
身だしなみ、礼法指導、言葉使い等の育成を図る。
・人間としての在り方・生き方についての自覚を深め、自
主性や社会性の育成に努める。
・ホームルーム活動の充実と生徒の能力・適正に応じた
進路指導を進め、望ましい勤労観・職業観を育成する。

生徒会活
動

学校行事

部活動

生徒の自主的・自立的な運営により、充実した学校
生活を目指し、生徒会活動の活性化を図る。

伝統を継承しつつ、様々な学校行事を通して、他人
との関わり合いを学ばせる。

部活動の活性化を図る。活動を通して基本的な生
活習慣の確立と学校生活を送る上での礼儀などの
基盤づくりを図る。

「人によくすること」を実現する場。言葉を人と交わし、言
葉と共に生きる場として、日常を生きる中で、より幸福で
より公正に生きるために、環境を整える。そして誰か任
せにするのではなく、公共の場で共に言葉を磨いてい
く。

令和６年度道徳教育全体計画

各教科・科目

諸法規
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・豊かな人間性の育成
・学力の向上
・勤労感、職業観の育成
・社会の変化に対応できる生徒の育成

言語活動を通して、他人との
関係を深め合い、豊かな心
情を育む。

歴史上の諸問題について理
解を深め、よりよい社会を築
こうとする姿勢を育む。

数学的思考能力を高めるこ
とにより、いろいろな場面で
の考える能力を高める。

科学的な自然観を育て、そ
れらを日常生活に活用する
態度を育てる。

健康や安全についての知識
を習得し、明るく豊かな生活
を志す態度を育てる。

将来にわたり芸術を愛する
心情を育て、道徳性の基盤
を養う。

専
門
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報
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外
国
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総
合
的
な
探
究
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時
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探究活動や外部講師による
講話を通じて、自己の在り方
や生き方について考え、「主
体的に学ぶ力」を育てる。
・グループ活動を通じて、豊
かな人間育成を目指す。ま
た、活動計画について深く考
えさせることで、実社会で生
きていく力を育成する。

世界の文化に触れ、多様な
物の見方・考え方、人間性豊
かな心情とマナ－やモラルを
身につける。

人の一生と家族・福祉、衣食
住、消費生活に関する知識
と技術を習得、家庭生活の
充実・向上を図る。

情報を収集・処理・分析し、
表現する知識と技術を習得
し、それらを主体的に活用す
る態度を育てる。

商業に興味・関心を持ち、基本的な知
識と技術を身につけ、上級資格取得
を目指し、将来の進路に結びつける。
また、社会人・商業人としてのﾋﾞｼﾞﾈｽ
ﾏﾅｰ・道徳心の育成に努める。

社会的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究したり
解決したりする活動を通して、多角的に物事を考えられるよう
に育成する。

･学業,部活動に精一杯励ん
でいる生徒が多く、学校生活
に活気が見られる。
･挨拶は定着している が、服
装等の生活ﾏﾅ-で問題のあ
る面も見られる。
･明るく協調性に富む生徒が
多いが、反面、人間関係に悩
む生徒も見られる。

水戸駅から本校までの通学路には
県内屈指のビジネス街や商店街が
ある。また、本校の卒業生が多く、
後輩に対する期待は大きい。

･学年との協力体制のもと、
全職員で生徒指導にあたり、
基本的生活習慣の確立を目
指す。
・環境づくりと安全教育の充
実を目指し、家庭及び地域と
の連携強化を図る。

・生徒を共に育てているとい
う言葉をもとに，学校が中心
となって家庭との信頼関係を
深め，相互の連携や交流を
図るための協力体制をつく
る。
・公開授業や学校行事への
参加・協力を進め「道徳」に
ついての啓発活動を行う。

・商業高校の特色を生かし、
専門的な知識や技術を習得
し将来への足がかりとなるよ
うに、社会体験（インターン
シップ、会社見学、金融セミ
ナー等）を積極的に取り入れ
る。
・地域社会での学校の役割
を明確にし、生徒の健全な育
成を図るために、地域の人々
との協力を得ながら、全教師
が一体となって指導にあた
る。

地域社会との連携

学校の教育目標

道徳教育重点目標

特別活動

公民科

ホームルーム活動

公共

家庭との連携

文武両道の精神を重んじ、知徳体の調和のとれた教育を実践
し、地域社会やビジネス界が求める、情操豊かで創造性に富み、
商業に関する幅広い知識と技術を備えた人間性豊かな人材を育
成する。

・自主自立の精神を高め、正しく物事を判断し、誠実に実践し、その
結果に責任を持つ。
・他の人々の立場を尊重し、感謝と思いやりの心をもって接する。
・生命の尊さを深く理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。


